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ものである。

列車が場内信号畿の現示で停車場に進入の際， 出発信号畿の

前方で入換作業などが行われていれば，出発信号機は停止現示

である。したがって場内信号織は注意であり，列車はこれによ

り 45 km/h 以下の速度で進入し， 出発信号機の手前で停止する

が， もし i画定したときは入換中の車両と衝突する。 このよ うに

到着線の前方が集合状の線路にな っているとか，あるいは平間

交差しているような配線の停車場てeは， 過走防護として安全側

線を設けるか， あるいは警戒信号を付加して 25km/h 以下に速

度を低下して進入させる。安全側線を設けるのは相当困難で，

多額の費用を要する箇所もあるため， 非自動区間においてこの

よ うな要求が生じた場合安全側線を設けずに，腕木式軽量械信号

機に箸戒現示を付加したものが本信号機である。

腕木式機械信号軽量の信号腕(主信号腕)， の F剖1600 mm の箇所

に警戒信号用の腕(長さ支点 より 830mm 切出形，表国赤色，

腕端に近く腕端と並行に白色線) を取付け ， I眼鏡は上部に赤，

澄黄， 緑， 下部にE宣言責 1 色がある。

ゐ
門
司
ず

き見示方法は停止および進行のとき主信号腕(灯)の現示は下向

2 位式と同じく(図ー1) ， この場合警戒腕は下向垂直となり，信

号柱の陰にかくれ下部灯は消灯し無現示である。警戒現示のと

きは主信号腕， 警戒腕とも下向 45
0

と なり ， 信号灯は上部， 下部

とも燈黄色となる。(場内信号峨が箸戒信号をE見示する場合は，

その途方信号犠は昼間および夜間とも上位燈黄色，下位緑色灯

を現示する滅速信号を設備する)。この警戒現示をする場内信号

機に，さらに通過信号機が必裂な場合は下部機栴の下 900 mm

の箇所にi透過信号腕を取付ける。

般機は主信号腕と剖信号腕(答戒腕)とがあり ， 1 本の信号て

こを引くことにより ， 主信号腕を 45
0

下向させる場合と，さら

に答戒腕も同時に動作させることのできるマグネットクラッチ

が取付けられている場合 と がある。

主信号腕の機併は信号腕と赤色眼鏡(R )は一体で， その動作

は一般の駿械腕木式と同様でt.，る。さらに信号腕の軌を共通軸

とする緑色眼鏡 (G) と ， その袈聞に滋賀色眼鏡 (Y) およびワイ

ヤホイ ーんがおのおの独立して設けられている。 これら 3 種

の眼鏡相互間は回転

剖L分におのおのiII<な

った突起を有 し，互

に関係つけられてい

る(図 2)0 R の突起

と G の突起は 00 _

45
0

の間相接してい

るから ， R が 45。上

列して主信号腕が反

位になると Gは 45 。

引き上げられ， Yは

そのまま取残され緑

色現示となる。 G と

Y との関連はGが単

独に 45
0

-90
0 

1Ii!J作

する間G の突起部が

Yの引掛部に接触し

て， Yを引き上げる

よう tこなって L 、る。

この G の45 0 -90。 の

動作はG の眼鏡はホ

イーノレを経て， 下部

機織のクランクア ー

ムにワイヤで接続

さオ1ているから，ク

ラ ン クアーム を 45 。

下降させることによ

り 45。上昇しR眼鏡

と 重なる。したが っ

てYは G により 45 。

上昇燈黄色現示とな

る。

下部揺苦情は柱の前

聞にマグネットクラ

ッチケ ー ス，ケ ー ス

前面に F ランクア ー

ム ， 柱の裏面に副信

無勧融信号てご史位(停dこ提示) 無JiJ，か磁佳号てこ変位 f聾萩規制 Æ.カ硝信号7こ尽位。隼仔規制 号腕がある。
3. ...!J' 不ットクラッチ動作とこれに伴なう信号現示 副信号腕とクラン
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